
　１－１　第一部　教養科目

前期 後期 前期 後期

竹本　寛秋

中谷　彩一郎

轟　　義昭

木戸　裕子

日本の歴史 下原　美保 講義 2 2 2

こころの科学 石川　満佐育 講義 2 2 2

芸術論 丸山　容爾 講義 2 2 2

かごしまカレッジ教育 望月　正道 講義 2 2

日本国憲法 山本　敬生 講義 2 2 2 ○

法学概論 疋田　京子 講義 2 2 2

社会学 佐々木　陽子 講義 2 2 2

生活と経済 篠田　剛 講義 2 2 2 商経学科は除く

キャリアデザイン 担当教員 講義 2 ○ ○

数学の世界 和田　信哉 講義 2 2 2

物理の世界 藤井　伸平 講義 2 2 2

生物の科学 塔筋　弘章 講義 2 2 2 生活科学科を除く

井余田　秀美

木下　朋美

倉元　綾子

夛田　司

有村　恵美

木下　朋美

疋田　京子

森田　豊子

田口　康明

平和論 疋田，船津，福田，森田　 講義 2 2 2 隔年開講（26年度は閉講）

相場　慎一郎

井余田　秀美

野村　俊郎

則久　雅司

鹿児島学 田中史明　他 講義 2 2 2 隔年開講（26年度は開講）

かごしま教養プログラム 未定（常勤） 講義 2 ● - - - 前期集中

かごしまフィールドスクール 未定（常勤） 実習 2 ● - - - 前期集中

社会活動 担当教員 実習 2～4 ★ - - - - 商経学科を除く

商経学科を除く。県短独自分は２年生も履修可。

英語Ⅰ　（Ａ） 中谷　彩一郎 （Ａ） 日本語日本文学専攻

英語Ⅰ　（Ａ） 小林　朋子 （Ｂ） 生活科学専攻

英語Ⅰ　（Ｂ） 太田　一郎 （Ｃ） 食物栄養専攻

英語Ⅰ　（Ｂ） 塚崎　香織 （Ｄ） 経済専攻，経営情報専攻

英語Ⅰ　（Ｃ） 久木田　美枝子

英語Ⅰ　（Ｃ） 中谷　彩一郎

英語Ⅰ　（Ｄ） 太田　一郎

英語Ⅰ　（Ｄ） 小林　朋子

英語Ⅰ　（Ｄ） 小林　朋子

英語Ⅰ　（Ｄ） 土持　かおり

○

※（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）それぞれで習熟度別にクラス分け
をする。

※ 総合の★印科目の修得単位数は，2科目を合計し
て4単位を上限とする。

外
国
語
科
目

演習 1 2

2 ★ ● ●

　
教
養
科
目

隔年開講（26年度は開講）

環境問題 講義 2 2 2 隔年開講（26年度は閉講）

2

現代人権論 講義 2 2 2

企業研修 担当教員 実習

2 文学科を除く

社
会

自
然

化学の世界 講義 2 2 2 生活科学科生活科学専攻を除く

人
文

文学の世界 講義 2 2

食生活と健康 講義 2 2

チ
ェ
ッ
ク

週時間 教
職
必
修

備考
必修 選択

１年 ２年

Ⅳ　開設授業科目等一覧

系列 授業科目 担当教員
授業
の

方法

単位数



　１－２　第一部　教養科目

前期 後期 前期 後期

英語Ⅱ　（Ａ） 霧島 S. 怜 （Ａ） 日本語日本文学専攻

英語Ⅱ　（Ａ） ｼﾞｪｲﾑｽ  ｽｺｯﾄ （Ｂ） 生活科学専攻

英語Ⅱ　（Ｂ） ｱﾝﾈ　ﾖﾊﾝｾﾝ （Ｃ） 食物栄養専攻

英語Ⅱ　（Ｂ） ﾌﾞﾗｲｱﾝ  ﾍﾟﾃﾞｾﾝ （Ｄ） 経済専攻，経営情報専攻

英語Ⅱ　（Ｃ） ﾌｨﾘｯﾌﾟ　ｱﾀﾞﾒｯｸ

英語Ⅱ　（Ｃ） ﾒｱﾘｰ　ﾏｸｾｲ

英語Ⅱ　（Ｄ） ｱﾝﾈ　ﾖﾊﾝｾﾝ

英語Ⅱ　（Ｄ） ﾌﾞﾗｲｱﾝ  ﾍﾟﾃﾞｾﾝ

英語Ⅱ　（Ｄ） 霧島 S. 怜

英語Ⅱ　（Ｄ） ｱﾝﾄﾞﾙｰ　ﾀﾞﾆｴﾙｽﾞ

英語Ⅲ　（Ａ）　 ﾒｱﾘｰ　ﾏｸｾｲ ※ 授業科目名は，英語英文学専攻は「英語」となる。

英語Ⅲ　（Ｂ）　 ｱﾝﾈ　ﾖﾊﾝｾﾝ （Ａ）（Ｂ）（Ｃ）　食物栄養専攻，生活科学専攻

英語Ⅲ　（Ｃ）　 塚崎　香織 （Ｄ）（Ｅ）（Ｆ）（Ｇ）（Ｈ）　経済専攻，経営情報専攻

英語Ⅲ　（Ｄ）　 太田　一郎 　　　　　　　　　　　　　　　日本語日本文学専攻

英語Ⅲ　（Ｅ）　 ﾃｨﾑｿﾝ  ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ

英語Ⅲ　（Ｆ）　 ｱﾝﾈ　ﾖﾊﾝｾﾝ

英語Ⅲ　（Ｇ）　 ｼﾞｪｲﾑｽ　ｽｺｯﾄ

英語Ⅲ　（Ｈ）　 小林　朋子

英語Ⅳ　（Ａ）　 ｼﾞｪｲﾑｽ　ｽｺｯﾄ ※ 授業科目名は，英語英文学専攻は「英語」となる。

英語Ⅳ　（Ｂ）　 霧島 S. 怜 （Ａ）（Ｂ）　日本語日本文学専攻，食物栄養専攻　

英語Ⅳ　（Ｃ）　 ｼﾞｪｲﾑｽ　ｽｺｯﾄ 　　　　　　　生活科学専攻

英語Ⅳ　（Ｄ）　 土持　かおり （Ｃ）（Ｄ）（Ｅ）　経済専攻，経営情報専攻

英語Ⅳ　（Ｅ）　 ｱﾝﾈ　ﾖﾊﾝｾﾝ

英語Ⅳ　（Ｆ）　　 轟　　義昭 （注１） （F）（Ｇ）は，全専攻の学生が選択可能

英語Ⅳ　（Ｇ） 遠峯　伸一郎 （注２）英語英文学専攻の学生は，希望するクラスを選択できる。

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（英語） 英語担当教員全員

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（中国語） 中国語担当教員全員

ドイツ語Ⅰ 竹内　宏 演習 1 △ 2 英語英文学専攻のみ

ドイツ語Ⅱ 竹内　宏 演習 1 △ 2 英語英文学専攻のみ

2 英語英文学専攻は1年次

2 生活科学科は2年次

2 英語英文学専攻は1年次

2 生活科学科は2年次

中国語Ⅰ　（Ａ） 楊　虹 （Ａ） 日本語日本文学専攻

中国語Ⅰ　（Ｂ） 尾崎　孝宏 （Ｂ） 日本語日本文学専攻，英語英文学専攻

中国語Ⅰ　（Ｃ） 尾崎　孝宏 （Ｃ） 経済専攻

中国語Ⅰ　（Ｄ） 中筋　健吉 （Ｄ） 経営情報専攻

中国語Ⅰ　（Ｅ） 三木　夏華 （Ｅ） 経済専攻，経営情報専攻

中国語Ⅰ　（Ｆ） 土肥　克己 （Ｆ） 食物栄養専攻

中国語Ⅰ　（Ｇ） 中筋　健吉 （Ｇ） 生活科学専攻

中国語Ⅰ　（Ｈ） 陳　躍 2 2 （Ｈ） 文学科・商経学科は1年次，生活科学科は2年次

フランス語Ⅱ 梁川　英俊 演習 1

△

△

教
養
科
目

外
国
語
科
目

演習

フランス語Ⅰ 梁川　英俊 演習 1

実習 2

1

- - - -

演習 1

※ 英語英文学専攻の学生は△印科目中２科目を選
択必修。ただし，同一外国語に限る。

演習 1 2 2

演習 1 2

必修 選択
１年 ２年

2

△

2

（注１）英語英文学専攻の学生は，希望するクラスを
選択できる。

※（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）それぞれで習熟度別にクラス分け
をする。

2 ○

教
職
必
修

備考系列 授業科目 担当教員
授業
の

方法

単位数 チ
ェ
ッ
ク

週時間



　１－３　第一部　教養科目

前期 後期 前期 後期

中国語Ⅱ　（Ａ） 楊　虹 （Ａ） 日本語日本文学専攻

中国語Ⅱ　（Ｂ） 尾崎　孝宏 （Ｂ） 日本語日本文学専攻，英語英文学専攻

中国語Ⅱ　（Ｃ） 尾崎　孝宏 （Ｃ） 経済専攻

中国語Ⅱ　（Ｄ） 中筋　健吉 （Ｄ） 経営情報専攻

中国語Ⅱ　（Ｅ） 三木　夏華 （Ｅ） 経済専攻，経営情報専攻

中国語Ⅱ　（Ｆ） 土肥　克己 （Ｆ） 食物栄養専攻

中国語Ⅱ　（Ｇ） 中筋　健吉 （Ｇ） 生活科学専攻

中国語Ⅱ　（Ｈ） 陳　躍 2 2 （Ｈ） 文学科・商経学科は1年次，生活科学科は2年次

中国語Ⅲ 楊　虹 演習 1 2 生活科学科を除く

中国語Ⅳ 土肥　克己 演習 1 2 生活科学科を除く

スポーツ・健康論 西迫　貴美代 講義 1 2 ○ 7.5回  食物栄養専攻を除く

生涯スポーツ実習Ⅰ（Ａ） 西迫　貴美代 （Ａ）文学科

　　　　　　〃 中嶋  哲也

生涯スポーツ実習Ⅰ（Ｂ） 西迫　貴美代 （Ｂ） 生活科学科

　　　　　　〃 中嶋  哲也

生涯スポーツ実習Ⅰ（Ｃ） 西迫　貴美代 （Ｃ） 経済専攻

　　　　　　〃 徳田　修司

生涯スポーツ実習Ⅰ（Ｄ） 西迫　貴美代 （Ｄ）  経営情報専攻

　　　　　　〃 徳田　修司

生涯スポーツ実習Ⅱ（Ａ） 西迫　貴美代 （Ａ）文学科

　　　　　　〃 徳田　修司

生涯スポーツ実習Ⅱ（Ｂ） 西迫　貴美代 （Ｂ） 生活科学科

　　　　　　〃 徳田　修司

生涯スポーツ実習Ⅱ（Ｃ） 西迫　貴美代 （Ｃ） 経済専攻

　　　　　　〃 岡田　猛　　

生涯スポーツ実習Ⅱ（Ｄ） 西迫　貴美代 （Ｄ）  経営情報専攻

　　　　　　〃 岡田　猛　　

情報リテラシーⅠ　（Ａ） 刈屋　美枝子 2 ○ （Ａ） 日本語日本文学専攻

情報リテラシーⅠ　（Ｂ） 刈屋　美枝子 2 ○ （Ｂ） 英語英文学専攻

情報リテラシーⅠ　（Ｃ） 青山　究 2 ○ （Ｃ） 食物栄養専攻

情報リテラシーⅠ　（Ｄ） 遠矢　守 2 ○ （Ｄ） 生活科学専攻

情報リテラシーⅠ　（Ｅ） 永仮　ゆかり 2 （Ｅ） 経済専攻

情報リテラシーⅠ　（Ｆ） 永仮　ゆかり 2 （Ｆ） 経営情報専攻

情報リテラシーⅡ　（Ａ） 望月　正道 2 ○ （Ａ） 日本語日本文学専攻

情報リテラシーⅡ　（Ｂ） 望月　正道 2 ○ （Ｂ） 英語英文学専攻

情報リテラシーⅡ　（Ｃ） 青山　究 2 （Ｃ） 食物栄養専攻

情報リテラシーⅡ　（Ｄ） 遠矢　守 2 ○ （Ｄ） 生活科学専攻

情報リテラシーⅡ　（Ｅ） 刈屋　美枝子 2 （Ｅ） 経済専攻

情報リテラシーⅡ　（Ｆ） 刈屋　美枝子 2 （Ｆ） 経営情報専攻

演習 1

○

情
報
科
目

演習 1

実習 1

2 ○

教
養
科
目

外
国
語
科
目

演習 1

2

△

2

2

ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
科
目

実習 1

系列 授業科目 担当教員
授業
の
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単位数 チ
ェ
ッ
ク

週時間 教
職
必
修

備考
必修 選択

１年 ２年



(注)　１　教養科目の履修方法

４単位以上を
修得すること

ドイツ語，フラン
ス語，中国語から
１言語を選択し，
２単位以上を修

得すること

２単位必修

　２　「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」(英語英文学専攻以外の専攻）及び「英語」(英語英文学専攻）について

　　(1) 「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」は，それぞれ最高４単位まで，「英語」は最高８単位まで修得できる。

　　(2) 原則として，自分の専攻のクラスを受講しますが，他専攻のクラスも受講可能。

 　　　※　詳しくは受講登録時に説明する。

　３　ドイツ語について

　　　　「ドイツ語Ⅰ」の修得を「ドイツ語Ⅱ」の履修条件とする。

　４　フランス語について

　　(1) 「フランス語Ⅰ」の修得を「フランス語Ⅱ」の履修条件とする。

　　(2) 自分の専攻のクラスを受講すること。

 　５　中国語について

　　(1) 「中国語Ⅰ」の修得を「中国語Ⅱ」の履修条件とする。

　　　　　「中国語Ⅱ」から「中国語Ⅲ」，「中国語Ⅲ」から「中国語Ⅳ」についても同様。

　　(2) 「中国語Ⅱ」は，「中国語Ⅰ」と同じ教員のクラスを受講すること。　

　　(3) 自分の専攻のクラスを受講すること。

　　　　　ただし，再履修の場合は，他専攻のクラスも受講可能。

　６　異文化コミュニケーション（中国語）について

　　　　　「中国語Ⅰ」の受講または修得を履修条件とする。

教
養
科
目

人　　　　文

人文，社会，自然及び総合の４分野のうち，
２分野以上から計４科目８単位以上を修得すること

社　　　　会

自　　　　然

総　　　　合

外国語科目 ４単位以上を修得すること

スポーツ・健康科目 ３単位必修 ３単位必修

情報科目 ２単位必修

経営情報
　　　　　　　　　　　　　専攻名
科目区分

日本語日本文学 英語英文学 食物栄養 生活科学 経済



　２－１　文学科　日本語日本文学専攻専門科目

前期 後期 前期 後期

木戸　裕子

竹本　寛秋

言語学概論 楊　虹 講義 2 2 ○

日本語学概論 望月　正道 講義 2 2 ○ ○

日本語教育概論 楊　虹 講義 2 2

日本語史 望月　正道 講義 2 2 ○ ○

日本文法論 望月　正道 講義 2 2 ○

日本語学講義 望月　正道 講義 2 2 ○

日本語学講読Ⅰ 松尾　弘徳 演習 1 ◇ 2 ◇印科目中，7科目以上を選択必修

日本語学講読Ⅱ 松尾　弘徳 演習 1 ◇ 2

日本語学演習Ⅰ 望月　正道 演習 1 ☆ 2

日本語学演習Ⅱ 望月　正道 演習 1 ◎ 2

日本語学演習Ⅲ 望月　正道 演習 1 ○ 2

日本語学演習Ⅳ 楊　虹 演習 1 ☆ 2

日本語学演習Ⅴ 楊　虹 演習 1 ◎ 2

日本語学演習Ⅵ 楊　虹 演習 1 ○ 2

日本語表現法 望月　正道 講義 2 2 ○

日本語表現法演習 望月　正道 演習 1 2

対照言語学 楊　虹 講義 2 2 ○

日本文学史・古典Ⅰ 木戸　裕子 講義 2 2 2 ○ ○ 隔年開講（26年度は開講）

日本文学史・古典Ⅱ 木戸　裕子 講義 2 2 2 ○ ○ 隔年開講（26年度は開講）

日本文学講義Ⅰ 木戸　裕子 講義 2 2 ○

日本文学講読Ⅰ 木戸　裕子 演習 1 ◇ 2 2

日本文学講読Ⅱ 木戸　裕子 演習 1 ◇ 2 ○

日本文学講読Ⅲ 木戸　裕子 演習 1 ◇ 2

日本文学演習Ⅰ 木戸　裕子 演習 1 ☆ 2

日本文学演習Ⅱ 木戸　裕子 演習 1 ◎ 2

日本文学演習Ⅲ 木戸　裕子 演習 1 ○ 2

日本文学史・近代Ⅰ 竹本　寛秋 講義 2 2 2 ○ ○ 隔年開講（26年度は閉講）

日本文学史・近代Ⅱ 竹本　寛秋 講義 2 2 2 ○ ○ 隔年開講（26年度は閉講）

日本文学講義Ⅱ 竹本　寛秋 講義 2 2 ○

日本文学講読Ⅳ 丹羽　謙治 演習 1 ◇ 2 2

日本文学講読Ⅴ 丹羽　謙治 演習 1 ◇ 2 2

日本文学講読Ⅵ 竹本　寛秋 演習 1 ◇ 2

日本文学講読Ⅶ 竹本　寛秋 演習 1 ◇ 2

日本文学演習Ⅳ 竹本　寛秋 演習 1 ☆ 2

日本文学演習Ⅴ 竹本　寛秋 演習 1 ◎ 2

日本文学演習Ⅵ 竹本　寛秋 演習 1 ○ 2

日
本
語
学
科
目
群

☆印，◎印，○印科目中，それぞれ1科目以上を
選択必修

日
本
文
学
「

古
典

」
科
目
群

日
本
文
学
「

近
代

」
科
目
群

専
門
基
礎
科
目
群

日本文学概論 講義 2 2 ○

週時間 教
職
必
修

開
放
科
目

備考
必修 選択

１年 ２年
系
列

授業科目 担当教員
授業
の

方法

単位数 チ
ェ
ッ
ク



　２－２　文学科　日本語日本文学専攻専門科目

前期 後期 前期 後期

南九州の文学 三嶽　公子 講義 2 2 2 隔年開講（26年度は閉講）

中国文学史Ⅰ 土肥　克己 講義 2 2 ○

中国文学史Ⅱ 土肥　克己 講義 2 2 ○

中国文学講読Ⅰ 土肥　克己 演習 1 ◇ 2 ○

中国文学講読Ⅱ 土肥　克己 演習 1 ◇ 2 ○

中国文学演習Ⅰ 土肥　克己 演習 1 ☆ 2

中国文学演習Ⅱ 土肥　克己 演習 1 ◎ 2

中国文学演習Ⅲ 土肥　克己 演習 1 ○ 2

卒業研究Ⅰ 専攻教員全員 演習 1 2

卒業研究Ⅱ 専攻教員全員 演習 1 2

比較文化 中谷　彩一郎 講義 2 2 英語英文学専攻に合同

英文学史 轟　義昭 講義 2 2 英語英文学専攻に合同

米文学史 ﾌｨﾘｯﾌﾟ　ｱﾀﾞﾒｯｸ 講義 2 2 英語英文学専攻に合同

読書と豊かな人間性 木戸　裕子 講義 2 2 司書教諭資格に関する科目

情報メディアの活用 竹本　寛秋 講義 2 2 司書教諭資格に関する科目

書道Ⅰ 松元　徳雄 演習 1 2 ○

書道Ⅱ 松元　徳雄 演習 1 2 ○

書道Ⅲ 松元　徳雄 演習 1 2

書道Ⅳ 松元　徳雄 演習 1 2

（注）　　１　　在学中に教育職員の免許状を得ようとする学生は，国語科教育法（10　教員免許取得に係る教職に関する科目）を

　　　　履修し修得した単位も，学則第26条に規定する卒業要件単位に含めることができる。（Ｐ42参照）

　　２　　開放科目について

　　　(1) 開放科目を履修した場合，６単位を上限に教養科目として取り扱われる。ただし，当該教養科目は，人文，社会，自然及び

　　　　総合の４分野のいずれにも該当しないものとする。

　　　(2) 開放科目の履修を希望する学生は，「開放科目履修願」を提出すること。

　　　(3) 開放科目の開講の有無を確認すること。
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修
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備考
必修 選択

１年 ２年
系
列

授業科目 担当教員
授業
の

方法
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ェ
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ク



　３－１　文学科　英語英文学専攻専門科目

前期 後期 前期 後期

久木田　美枝子

轟　義昭

中谷　彩一郎

遠峯　伸一郎

言語学概論 楊　虹 講義 2 2

比較文学 中谷　彩一郎 講義 2 2 ○

ﾌｨﾘｯﾌﾟ　ｱﾀﾞﾒｯｸ

ﾒｱﾘｰ　ﾏｸｾｲ 週２コマ

ｼﾞｮﾝ　ﾃﾞｸﾞﾙｼｰ

ﾌｨﾘｯﾌﾟ　ｱﾀﾞﾒｯｸ

ﾒｱﾘｰ　ﾏｸｾｲ 週２コマ

ｼﾞｮﾝ　ﾃﾞｸﾞﾙｼｰ

ﾌｨﾘｯﾌﾟ　ｱﾀﾞﾒｯｸ

ﾒｱﾘｰ　ﾏｸｾｲ

ｱﾝﾄﾞﾙｰ　ﾀﾞﾆｴﾙｽﾞ

ﾒｱﾘｰ　ﾏｸｾｲ

ｱﾝﾄﾞﾙｰ　ﾀﾞﾆｴﾙｽﾞ

ＬＬ演習Ⅰ 久木田　美枝子 演習 1 2

ＬＬ演習Ⅱ 久木田　美枝子 演習 1 2

ＬＬ演習Ⅲ 久木田　美枝子 演習 1 2

コミュニケーション概論 久木田　美枝子 講義 2 2 ○

ビジネス英語 霧島 S. 怜 演習 1 2

通訳入門 久木田　美枝子 講義 2 2

英語学概論 遠峯　伸一郎 講義 2 2 ○

英文法 遠峯　伸一郎 講義 2 2 ○

英語史 遠峯　伸一郎 講義 2 2

英語音声学 遠峯　伸一郎 講義 2 2 ○

ﾒｱﾘｰ　ﾏｸｾｲ

ﾊﾟﾄﾘｯｸ　ｺﾞｰﾗﾑ

ﾒｱﾘｰ　ﾏｸｾｲ

ﾊﾟﾄﾘｯｸ　ｺﾞｰﾗﾑ

ﾒｱﾘｰ　ﾏｸｾｲ

ﾊﾟﾄﾘｯｸ　ｺﾞｰﾗﾑ

講読演習Ⅰ 遠峯　伸一郎 演習 1 ◆ 2 ◆印科目中1科目を選択必修

久木田　美枝子

遠峯　伸一郎

久木田　美枝子

遠峯　伸一郎

英文学概論 轟　義昭 講義 2 2 ○

英文学史 轟　義昭 講義 2 2

米文学史 ﾌｨﾘｯﾌﾟ　ｱﾀﾞﾒｯｸ 講義 2 2 ○

英米文学講読Ⅰ 小林　朋子 演習 1 2 2

英米文学講読Ⅱ 小林　潤司 演習 1 2 2

英米文学講読Ⅲ 轟　義昭 演習 1 2 2

講読演習Ⅱ 轟　義昭 演習 1 ◆ 2

轟　義昭

ﾌｨﾘｯﾌﾟ　ｱﾀﾞﾒｯｸ

轟　義昭

ﾌｨﾘｯﾌﾟ　ｱﾀﾞﾒｯｸ
2

2

英
米
文
学
科
目
群

基礎演習Ⅱ 演習 1 □

英米文学演習 演習 1 ☆

□印科目中1科目以上を選択必修

英語学演習 演習 1 ☆ 2

2

☆印科目中1科目を選択必修

2

基礎演習Ⅰ 演習 1 □

英語表現法Ⅲ 演習 1

2

2英
語
学
科
目
群

英語表現法Ⅰ 演習 1

英語表現法Ⅱ 演習 1

4

ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ 演習 1

2

2

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
科
目
群

ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 演習 2

ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 演習 2

ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 演習 1

4

2

専
門
基
礎
科
目
群

スタディスキルズ 講義 2

週時間 教
職
必
修

開
放
科
目

備考
必修 選択

１年 ２年
系
列

授業科目 担当教員
授業
の

方法

単位数 チ
ェ
ッ
ク



　３－２　文学科　英語英文学専攻専門科目

前期 後期 前期 後期

比較文化 中谷　彩一郎 講義 2 2 ○

イギリス事情 ｼﾞｮﾝ　ﾄﾚﾏｰｺ 講義 2 2 ○

アメリカ事情 ﾌｨﾘｯﾌﾟ　ｱﾀﾞﾒｯｸ 講義 2 2 ○

ヨーロッパ事情 中谷　彩一郎 講義 2 2

講読演習Ⅲ 中谷　彩一郎 演習 1 ◆ 2

基礎演習Ⅲ 中谷　彩一郎 演習 1 □ 2

比較文化演習 中谷　彩一郎 演習 1 ☆ 2

対照言語学 楊　虹 講義 2 2 日本語日本文学専攻に合同

日本語学概論 望月　正道 講義 2 2 日本語日本文学専攻に合同

木戸　裕子 日本語日本文学専攻の日本文学史・古典Ⅰ又は

（竹本　寛秋） 日本文学史・近代Ⅰに合同

木戸　裕子 日本語日本文学専攻の日本文学史・古典Ⅱ又は

（竹本　寛秋） 日本文学史・近代Ⅱに合同

日本語教育概論 楊　虹 講義 2 2 日本語日本文学専攻に合同

国際経済論 野村　俊郎 講義 2 2 商経学科経済専攻に合同

国際関係論 福田　忠弘 講義 2 2 商経学科経済専攻に合同

検定対策講座Ⅰ 轟　義昭 演習 1 2

検定対策講座Ⅱ 土持　かおり 演習 1 2

久木田　美枝子

轟　義昭

遠峯　伸一郎

中谷　彩一郎

ﾌｨﾘｯﾌﾟ　ｱﾀﾞﾒｯｸ

（注）　　１　　在学中に教育職員の免許状を得ようとする学生は，英語科教育法（10  教員免許取得に係る教職に関する科目）を

　　　　履修し修得した単位も，学則第26条に規定する卒業要件単位に含めることができる。（Ｐ42参照）

　　２　　開放科目について

　　　(1) 開放科目を履修した場合，６単位を上限に教養科目として取り扱われる。ただし，当該教養科目は，人文，社会，自然及び

　　　　総合の４分野のいずれにも該当しないものとする。

　　　(2) 開放科目の履修を希望する学生は，「開放科目履修願」を提出すること。

　　　(3) 開放科目の開講の有無を確認すること。

　　　(4) 日本語日本文学専攻の「日本文学史・古典Ⅰ／古典Ⅱ」及び「日本文学史・近代Ⅰ／近代Ⅱ」は，開放科目としての履修は

　　　　出来ない。

2

2

卒
業
研
究

卒業研究 演習 2

比
較
文
化
科
目
群

関
連
科
目
群

日本文学史Ⅰ 講義 2

週時間 教
職
必
修

開
放
科
目

日本文学史Ⅱ 講義 2 2

2 2

備考
必修 選択

１年 ２年
系
列

授業科目 担当教員
授業
の

方法

単位数 チ
ェ
ッ
ク



　４－１　生活科学科　食物栄養専攻専門科目

前期 後期 前期 後期

倉元　綾子

多々良　尊子

生活経営学 多々良　尊子 講義 2 2 学科共通

人間関係論 石川　満佐育 講義 2 2 学科共通

社会福祉論 古瀬　徹 講義 2 2 ○ ○ Ａ 学科共通

食品学Ⅰ 釜田　忠 講義 2 2 ○ ○ Ｃ

食品学Ⅱ 釜田　忠 講義 2 2 ○ ○ Ｃ

食品学実験 釜田　忠 実験 1 4 ○ ○ Ｃ

食品衛生学 村山　恵美子 講義 2 2 ○ ○ Ｃ

食品衛生学実験 釜田　忠 実験 1 4 ○ ○ Ｃ

食品加工学 釜田　忠
講義
実習

2 2 Ｃ

調理学 山下　三香子 講義 2 2 ○ ○ Ｆ

調理学実習Ⅰ 山下　三香子 実習 1 4 ○ ○ Ｆ

調理学実習Ⅱ 山下　三香子 実習 1 4 ○ ○ Ｆ

調理学実習Ⅲ 山下　三香子 実習 1 4 ○ ○ Ｆ

栄養学総論 倉元　綾子 講義 2 2 ○ ○ Ｄ

玉田　泉

吉田　泰与

栄養学実習 山下　三香子 実習 1 4 ○ ○ Ｄ

解剖生理学 倉元　綾子 講義 2 2 ○ ○ Ｂ

解剖生理学実験 倉元　綾子 実験 1 4 ○ ○ Ｂ

生化学Ⅰ 倉元　綾子 講義 2 2 ○ ○ Ｂ

生化学Ⅱ 倉元　綾子 講義 2 2 ○ ○ Ｂ

生化学実験 倉元　綾子 実験 1 4 ○ ○ Ｂ

健康と運動 西迫　貴美代 講義 2 2 ○

健康管理概論 森口　哲史 講義 2 2 A

公衆衛生学 波多野　浩道 講義 2 2 ○ ○ A 前期集中

運動生理学 森口　哲史 講義 2 2 ○ ○ Ｂ

給食管理 山下　三香子 講義 2 2 ○ ○ Ｆ

給食管理実習Ⅰ 山下　三香子 実習 1 4 4 ○ ○ Ｆ 学内実習（前・後期　各６回）

給食管理実習Ⅱ 山下　三香子 実習 2 ●
※
○

Ｆ
※ 栄養教諭２種免許を取得しないも
ののみ履修できる。前期集中（学外実
習）

給食管理実習Ⅲ 山下　三香子 実習 1 ● ○
※
○

Ｆ
※ 栄養教諭２種免許を取得するもの
のみ履修できる。前期集中（学外実
習）

栄養教育論 町田　和恵 講義 1 2 ○ ○ Ｅ 7.5回

栄養指導論Ⅰ 町田　和恵 講義 2 2 ○ ○ Ｅ

栄養指導論Ⅱ 町田　和恵 講義 2 2 ○ ○ Ｅ

栄養指導論実習Ⅰ 町田　和恵 実習 1 4 ○ ○ Ｅ

栄養指導論実習Ⅱ 町田　和恵 実習 1 4 ○ ○ Ｅ

公衆栄養学 米盛　麻美 講義 2 2 ○ ○ Ｅ

栄養情報処理 町田　和恵 実習 1 4 ○ ○ Ｅ

Ｄ

健
康
と
運
動
に
関
す
る
科
目

応
用
科
目

給
食
の
管
理
に
関
す
る
科
目

栄
養
の
指
導

2

学科共通

基
礎
科
目

食
物
に
関
す
る
科
目

消
化
・
吸
収
・
代
謝
に
関
す
る
科
目

栄養学各論 講義 2

2

○ ○

生
活
科
学
科
目

生活科学概論 講義 2

週時間 教
職
必
修

栄
養
士
必
修

学
則
対
応
※

開
放
科
目

備考１年 ２年系列 授業科目 担当教員
授業
の

方法

単位数 チ
ェ
ッ
ク

必修 選択



　４－２　生活科学科　食物栄養専攻専門科目

前期 後期 前期 後期

臨床栄養学Ⅰ 堀内  正久 講義 2 2 ○ ○ Ｄ

臨床栄養学Ⅱ 堀内  正久 講義 2 2 ○ ○ Ｄ

臨床栄養学実習 山下　三香子 実習 2 ● ○ ○ Ｄ 前期集中（学外実習）

病理学 山田  博久 講義 1 2 Ｂ 7.5回

町田　和恵

木場　幸子

有機化学概論 釜田　忠 講義 2 2 ○

生物概論 夛田　司 講義 2 2

　（注） 　　１　　学則上の科目群　

　　２　　開放科目について

　　　(1) 開放科目を履修した場合，６単位を上限に教養科目として取り扱われる。ただし，当該教養科目は，人文，社会，自然及び

　　　　総合の４分野のいずれにも該当しないものとする。

　　　(2) 開放科目の履修を希望する学生は，「開放科目履修願」を提出すること。

　　　(3) 開放科目の開講の有無を確認すること。

そ
の
他

応
用
科
目

臨
床
関
連
科
目

栄
養
教
諭
関
連
科
目

　　　　Ａ　社会生活と健康　　Ｂ　人体の構造と機能　　Ｃ　食品と衛生　　Ｄ　栄養と健康　　Ｅ　栄養の指導　　Ｆ　給食の運営

2 2学校栄養教育論 講義 ○

備考１年 ２年

栄
養
士
必
修

学
則
対
応
※

開
放
科
目

系列 授業科目 担当教員
授業
の

方法

単位数 チ
ェ
ッ
ク

必修 選択

週時間 教
職
必
修



　５－１　生活科学科　生活科学専攻専門科目

前期 後期 前期 後期

倉元　綾子

多々良　尊子

生活環境学 多々良　尊子 講義 2 2 ○

生活化学 井余田　秀美 講義 2 2

生活化学実験 井余田　秀美 実験 1 3

色彩学 坂上　ちえ子 講義 2 2 Ａ

コンポジション 丸山　容爾 演習 1 2

デジタル造形基礎 北　一浩 演習 1 2

テキスタイルサイエンス 坂上　ちえ子 講義 2 2

ファッション造形基礎 多々良　尊子 実習 1 3 ○

生活経営学 多々良　尊子 講義 2 2 ○ 学科共通

揚村　固

多々良　尊子

人間関係論 石川　満佐育 講義 2 2 学科共通

社会福祉論 古瀬　徹 講義 2 2 学科共通

衣生活学 多々良　尊子 講義 2 2 ○

生活コロイド学 井余田　秀美 講義 2 2 ○

食物と栄養 釜田　忠 講義 2 2 ○ ○

調理学 立石　百合恵 講義 2 2

調理実習 立石　百合恵 実習 1 3 ○

石川　満佐育

奥  章三

池堂　猛彦

多々良　尊子

井余田　秀美 ☆

石川　満佐育

丸山　容爾

多々良　尊子

ビジュアルデザイン論 丸山　容爾 講義 2 2 Ａ

ビジュアルデザインⅠ 丸山　容爾 実習 1 3 Ａ

ビジュアルデザインⅡ 丸山　容爾 実習 1 3

ファッションデザイン論 坂上　ちえ子 講義 2 2

ファッション造形Ⅰ 坂上　ちえ子 実習 1 3 ○

ファッション造形Ⅱ 坂上　ちえ子 実習 1 3

ファッション造形Ⅲ 多々良　尊子 実習 1 3

ファッションビジネス 坂上　ちえ子 講義 2 2

デジタルデザイン論 北　一浩 講義 2 2

デジタルデザイン 北　一浩 実習 1 3

丸山　容爾

坂上　ちえ子

Ａ

卒業研究Ｂ 演習 4 ☆ 2 6

2

ビ
ジ

ュ
ア
ル
・
フ

ァ
ッ
シ

ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
系

造形史 講義 2

卒業研究Ａ 演習 4 2 6

保育学 講義 2 2 ○

学科共通

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
系

生活文化 講義 2 2 2 ○

2

☆印科目中１科目を選択
必修

隔年開講（26年度は閉講）

専
門
基
礎
系

生活科学概論 講義 2

週時間 教
職
必
修

二級建築士
木造建築士

受験資格必修

インテリア
 プランナー
登録資格

Ａ

開
放
科
目

備考１年 ２年
系
列

授業科目 担当教員
授業
の

方法

単位数 チ
ェ
ッ
ク

必修 選択



　５－２　生活科学科　生活科学専攻専門科目

前期 後期 前期 後期

住生活学 揚村　固 講義 2 2 ○ ○ Ａ

住居史 揚村　固 講義 2 2 ○ Ａ

住居・インテリア設計学 宍戸　克実 講義 2 2 ○ Ｂ

設計製図Ⅰ 揚村　固 実習 1 3 ○ Ｃ

設計製図Ⅱ 揚村　固 実習 1 3 ○ Ｃ

住居構造学Ⅰ 徳富　久二 講義 2 2 ○ Ｂ

住居構造学Ⅱ 徳富　久二 講義 2 2 ○ Ｂ

住居環境学 曽我　和弘 講義 2 2 ○ Ｂ

住居環境学演習 曽我　和弘 演習 1 2 ○ Ｂ

建築材料学 迫田　順一 講義 2 2 ○ Ｂ

建築生産 迫田　順一 講義 1 2 ○ Ｂ 7.5回

建築法規 西薗　幸弘 講義 1 2 ○ Ｂ 7.5回

ＣＡＤ設計 宍戸　克実 講義 2 2 ○ Ｂ

建築史 揚村　固 講義 2 2 ◎

ＣＡＤ設計特講 宍戸　克実 講義 2 2 ◎

設計製図Ⅲ 宍戸　克実 実習 1 3 ◎

設計製図Ⅳ 揚村　固 実習 4 ☆ 3 9 ◎

（注）　　１　　インテリアプランナーの登録資格を得るには，Ｃ科目群から１単位以上，Ｂ科目群から14－（Ｃ科目群の取得単位数），

　　　　Ａ科目群から21－（Ｂ＋Ｃ科目群の取得単位数）を修得することが必要。

　　２　　教育心理学及び教職実践演習（中）（10　教員免許取得に係る教職に関する科目）を履修し修得した単位も，学則第26条に

　　　　規定する卒業要件単位に含めることができる。

　　３　　在学中に教育職員の免許状を得ようとする学生は，家庭科教育法（10　教員免許取得に係る教員に関する科目）を履修し

　　　　修得した単位も，学則第26条に規定する卒業要件単位に含めることができる。（Ｐ42参照）

　　４　　○は要実務経験２年の場合の必修科目（計21単位），◎は要実務経験を１年に短縮する場合の追加必修科目（計4科目

　　9単位）である。

　　２　　開放科目について

　　　(1) 開放科目を履修した場合，６単位を上限に教養科目として取り扱われる。ただし，当該教養科目は，人文，社会，自然及び

　　　　総合の４分野のいずれにも該当しないものとする。

　　　(2) 開放科目の履修を希望する学生は，「開放科目履修願」を提出すること。

　　　(3) 開放科目の開講の有無を確認すること。
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　６－１　第一部商経学科　経済専攻専門科目

前期 後期 前期 後期

情報社会論 － 講義 2 2 2 ○ ○

現代社会論 篠田　剛 講義 2 2 2 ○ ○

社会哲学 種村　完司 講義 2 2 2 ○ ○

経済学 篠田　剛 講義 2 2 ○ ○

文化と社会 種村　完司 講義 2 2 2 ○ ○

経済情報論 内田　昌廣 講義 2 2 2 ○ ○

消費者問題 石窪　奈穂美 講義 2 2 2 ○ ○

行政法 山本　敬生 講義 2 2 2 ○ ○

経済政策 内田　昌廣 講義 2 2 2 ○ ○

社会政策 朝日　吉太郎 講義 2 2 2 ○ ○

社会思想 未定 講義 2 2 2 ○ ○

民法 疋田　京子 講義 2 2 2 ○ ○

商法 板倉　大治 講義 2 2 2 ○ ○

産業心理学 岡村　俊彦 講義 2 2 2 ○ ○

簿記論Ⅰ 宗田　健一 講義 2 2 2 ○ ○

経営学総論 竹中　啓之 講義 2 2 ○ ○

情報科学概論 岡村　俊彦 講義 2 2 2 ○ ○

文書作成実習 永仮　ゆかり 実習 1 2 ○

統計学 倉重　賢治 講義 2 2 2 ○ ○

応用文書処理 岡村　俊彦 実習 1 2 ○ ○

ＰＣデータ活用 口脇　淳子 講義 2 2 ○ ○

ＰＣデータ活用実習 口脇　淳子 実習 1 2 ○

ＰＣｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ実習 刈屋　美枝子 実習 1 2 ○

日本経済論 船津　潤 講義 2 2 2 ○ ○

財政学 船津　潤 講義 2 2 2 ○ ○

農業経済論 田中　史朗 講義 2 2 2 ○ ○

金融論 内田　昌廣 講義 2 2 2 ○ ○

経済学史 篠田　剛 講義 2 2 2 ○ ○

経済学特講Ⅰ 内田　昌廣 講義 2 2 2 ○ ○

山本　肇 集中講義

野村　俊郎

法学特講 疋田　京子 講義 2 2 2 ○ ○ 26年度は閉講

簿記論Ⅱ 宗田　健一 講義 2 2 2 ○ ○

○ ○

系列 授業科目 担当教員
授業
の

方法
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　６－２　第一部商経学科　経済専攻専門科目

前期 後期 前期 後期

国際経済論 野村　俊郎 講義 2 2 2 ○ ○

国際立地論 野村　俊郎 講義 2 2 2 ○ ○

アジア経済論 野村　俊郎 講義 2 2 2 ○ ○

外国貿易論 大重　康雄 講義 2 2 2 ○ ○

国際関係論 福田　忠弘 講義 2 2 2 ○ ○

比較文化 中谷　彩一郎 講義 2 2 ○ ○ 文学科に合同

アジア事情 福田　忠弘 講義 2 2 2 ○ ○

ヨーロッパ事情 大重　康雄 講義 2 2 2 ○ ○

国際経済特講 梅　允中 講義 2 2 2 ○ ○

地域経済論 田中　史朗 講義 2 2 2 ○ ○

地域産業政策 田中　史朗 講義 2 2 2 ○ ○

地域史 田中　史朗 講義 2 2 2 ○ ○

地方自治論 船津　潤 講義 2 2 2 ○ ○

地方財政論 船津　潤 講義 2 2 2 ○ ○

高齢者福祉 田口　康明 講義 2 2 2 ○ ○

田村　達哉

丸田　真悟

労働法 疋田　京子 講義 2 2 2 ○ ○

地域研究特講 福田　忠弘 講義 2 2 2 ○ ○

地方自治法 山本　敬生 講義 2 2 2 ○ ○

基礎演習 全員 演習 2 2 ○

演習Ⅰ 全員 演習 2 2 ○

演習Ⅱ 全員 演習 2 2 ○

卒業研究 全員 演習 2 2 ○

社会活動 全員 実習 2～4 - - - - ○

企業研修 全員 実習 2 ● ● ○ 県短独自分は２年生も履修可

 （注） 　　開放科目について

　　　(1) 開放科目を履修した場合，６単位を上限に教養科目として取り扱われる。ただし，当該教養科目は，人文，社会，自然及び

　　　　総合の４分野のいずれにも該当しないものとする。

　　　(2) 開放科目の履修を希望する学生は，「開放科目履修願」を提出すること。

　　　(3) 開放科目の開講の有無を確認すること。

○
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　７－１　第一部商経学科　経営情報専攻専門科目

前期 後期 前期 後期

情報社会論 － 講義 2 2 2 ○ ○

現代社会論 篠田　剛 講義 2 2 2 ○ ○

社会哲学 種村　完司 講義 2 2 2 ○ ○

経済学 篠田　剛 講義 2 2 ○ ○

文化と社会 種村　完司 講義 2 2 2 ○ ○

経済情報論 内田　昌廣 講義 2 2 2 ○ ○

消費者問題 石窪　奈穂美 講義 2 2 2 ○ ○

行政法 山本　敬生 講義 2 2 2 ○ ○

経済政策 内田　昌廣 講義 2 2 2 ○ ○

社会政策 朝日　吉太郎 講義 2 2 2 ○ ○

社会思想 未定 講義 2 2 2 ○ ○

民法 疋田　京子 講義 2 2 2 ○ ○

商法 板倉　大治 講義 2 2 2 ○ ○

産業心理学 岡村　俊彦 講義 2 2 2 ○ ○

簿記論Ⅰ 宗田　健一 講義 2 2 2 ○ ○

経営学総論 竹中　啓之 講義 2 2 ○ ○

情報科学概論 岡村　俊彦 講義 2 2 2 ○ ○

文書作成実習 永仮　ゆかり 実習 1 2 ○

統計学 倉重　賢治 講義 2 2 2 ○ ○

応用文書処理 岡村　俊彦 実習 1 2 ○ ○

ＰＣデータ活用 口脇　淳子 講義 2 2 ○ ○

ＰＣデータ活用実習 口脇　淳子 実習 1 2 ○

ＰＣｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ実習 刈屋　美枝子 実習 1 2 ○

簿記論Ⅱ 宗田　健一 講義 2 2 2 ○ ○

経営管理論 竹中　啓之 講義 2 2 2 ○ ○

経営組織論 朝日　吉太郎 講義 2 2 2 ○ ○

労務管理論 朝日　吉太郎 講義 2 2 2 ○ ○

管理会計論 北村　浩一 講義 2 2 2 ○ ○

原価計算 岡村　雄輝 講義 2 2 2 ○ ○

国際経営論 野村　俊郎 講義 2 2 2 ○ ○

田原　武志

東　圭太

経営学特講Ⅱ 瀬口　毅士 講義 2 2 2 ○ ○

○2 2 ○

系列 授業科目 担当教員
授業
の

方法
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　７－２　第一部商経学科　経営情報専攻専門科目

前期 後期 前期 後期

情報管理論 竹中　啓之 講義 2 2 2 ○ ○

比較経営論 瀬口　毅士 講義 2 2 2 ○ ○

経営分析 岡村　雄輝 講義 2 2 2 ○ ○

企業行動科学 竹中　啓之 講義 2 2 2 ○ ○

経営戦略論 瀬口　毅士 講義 2 2 2 ○ ○

企業論 朝日　吉太郎 講義 2 2 2 ○ ○

財務会計論 宗田　健一 講義 2 2 2 ○ ○

マーケティング論 瀬口　毅士 講義 2 2 2 ○ ○ ２7年度は前期開講予定

経営工学 倉重　賢治 講義 2 2 2 ○ ○

コンピュータ会計 宗田　健一 実習 1 2 ○ ○

応用データ活用 倉重　賢治 実習 1 2 ○

プログラミング 倉重　賢治 実習 1 2 ○

経営数学 － 講義 2 2 2 ○ ○

情報論特講 岡村（俊）・倉重 講義 2 2 ○ ○

基礎演習 全員 演習 2 2 ○

演習Ⅰ 全員 演習 2 2 ○

演習Ⅱ 全員 演習 2 2 ○

卒業研究 全員 演習 2 2 ○

社会活動 全員 実習 2～4 - - - - ○

企業研修 全員 実習 2 ● ● ○ 県短独自分は２年生も履修可

 （注） 　　開放科目について

　　　(1) 開放科目を履修した場合，６単位を上限に教養科目として取り扱われる。ただし，当該教養科目は，人文，社会，自然及び

　　　　総合の４分野のいずれにも該当しないものとする。

　　　(2) 開放科目の履修を希望する学生は，「開放科目履修願」を提出すること。

　　　(3) 開放科目の開講の有無を確認すること。
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　８　第二部商経学科　（教養科目）

前期 後期 前期 後期 前期 後期

人間と文化 夛田　司　外 講義 2 夏季集中

日本の歴史 永山　修一 講義 2 2 2 2

日本文学 竹本　寛秋 講義 2 2 2 2

郷土文学 － 講義 2 2 2 2 26年度は閉講

こころの科学 石川　満佐育 講義 2 2 2 2

比較文化 中谷　彩一郎 講義 2 2 2 2

アジア文化論 川野　和昭 講義 2 2 2 2

日本国憲法 山本　敬生 講義 2 2 2 2

数学の世界 拜田　稔 講義 2 2 2 2

相場　慎一郎

井余田　秀美

野村　俊郎

則久　雅司

かごしまカレッジ教育 福重　一成 講義 2 2

かごしま教養プログラム 未定 講義 2 ● 前期集中

かごしまフィールドスクール 未定 実習 2 ● 前期集中

キャリアデザイン 担当教員 講義 2 ● ● 26年度は３年生も希望者のみ履修可

英語Ⅰ（Ａ） 土持　かおり

英語Ⅰ（Ｂ） 霧島 S. 怜

英語Ⅱ（Ａ） 土持　かおり

英語Ⅱ（Ｂ） 霧島 S. 怜

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(英語) 英語担当教員全員

異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ(中国語) 中国語担当教員全員

中国語Ⅰ（Ａ） 陳　躍

中国語Ⅰ（Ｂ） 楊　虹

中国語Ⅱ（Ａ） 陳　躍

中国語Ⅱ（Ｂ） 楊　虹

西迫　貴美代

長岡　良治

西迫　貴美代

長岡　良治

情報リテラシーⅠ（Ａ）

情報リテラシーⅠ（Ｂ）

情報リテラシーⅡ（Ａ） 口脇　淳子

情報リテラシーⅡ（Ｂ） 瀬戸　博幸

              (1) 「英語Ⅰ」は，「英語Ⅱ」の修得条件としない。（ただし，「英語Ⅱ」は「英語Ⅰ」よりも発展的内容になる。）

              (2) 「英語Ⅰ（Ａ）」の修得を「英語Ⅱ（Ａ）」の修得条件としない。「英語Ⅰ（Ｂ）」と「英語Ⅱ（Ｂ）」についても同様。

           ４　中国語の履修方法について

              (1) 「中国語Ⅱ」は，「中国語Ⅰ」の修得を履修条件とする。

              (2) 「中国語Ⅰ（Ａ）」の修得を，「中国語Ⅱ（Ａ）」の修得条件とする。「中国語Ⅰ（Ｂ）」と「中国語Ⅱ（Ｂ）」についても同様。

（注）　　１　教養一般から８単位以上を修得すること。

           ２　外国語科目から２単位以上を修得すること。

           ３　英語の履修方法について
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永仮　ゆかり 演習 1

演習 1 2

2

生涯スポーツ実習Ⅱ 実習 1 2

2
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2

-

演習 1 2

- -
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　９－１　第二部商経学科　（専門科目）

前期 後期 前期 後期 前期 後期

情報社会論 － 講義 2 2 2 2 ○ ○

現代社会論 篠田　剛 講義 2 2 2 2 ○ ○

社会哲学 － 講義 2 2 2 2 ○ ○ ２６年度は閉講

経済学 篠田　剛 講義 2 2 2 2 ○ ○

社会学 竹内　宏 講義 2 2 2 2 ○ ○

文化と社会 田口　康明 講義 2 2 2 2 ○ ○

経済情報論 内田　昌廣 講義 2 2 2 2 ○ ○

行政法 山本　敬生 講義 2 2 2 2 ○ ○

経済政策 内田　昌廣 講義 2 2 2 2 ○ ○

社会政策 朝日 吉太郎 講義 2 2 2 2 ○ ○

社会思想 未定 講義 2 2 2 2 ○ ○

民法 疋田　京子 講義 2 2 2 2 ○ ○

商法 板倉　大治 講義 2 2 2 2 ○ ○

産業心理学 岡村　俊彦 講義 2 2 2 2 ○ ○

簿記論Ⅰ 宗田　健一 講義 2 2 2 2 ○ ○

経営学総論 竹中　啓之 講義 2 2 2 2 ○ ○

情報科学概論 岡村　俊彦 講義 2 2 2 2 ○ ○

文書作成実習 永仮　ゆかり 実習 1 2 ○

統計学 倉重　賢治 講義 2 2 2 2 ○ ○

応用文書処理 岡村　俊彦 実習 1 2 2 ○ ○

ＰＣデータ活用 口脇　淳子 講義 2 2 ○ ○

ＰＣデータ活用実習 口脇　淳子 実習 1 2 ○

ＰＣｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ実習（Ａ） 口脇　淳子

ＰＣｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ実習（Ｂ） 瀬戸　博幸

日本経済論 船津　潤 講義 2 2 2 2 ○ ○

財政学 船津　潤 講義 2 2 2 2 ○ ○

農業経済論 田中　史朗 講義 2 2 2 2 ○ ○

金融論 内田　昌廣 講義 2 2 2 2 ○ ○

経済学史 篠田　剛 講義 2 2 2 2 ○ ○

経済学特講 蔵元　淳 講義 2 2 2 2 ○ ○

国際経済論 野村　俊郎 講義 2 2 2 2 ○ ○

国際立地論 野村　俊郎 講義 2 2 2 2 ○ ○

アジア経済論 野村　俊郎 講義 2 2 2 2 ○ ○

外国貿易論 大重　康雄 講義 2 2 2 2 ○ ○

国際関係論 福田　忠弘 講義 2 2 2 2 ○ ○

アジア事情 福田　忠弘 講義 2 2 2 2 ○ ○

ヨーロッパ事情 大重　康雄 講義 2 2 2 2 ○ ○

地域経済論 田中　史朗 講義 2 2 2 2 ○ ○

地域産業政策 田中　史朗 講義 2 2 2 2 ○ ○

地域史 田中　史朗 講義 2 2 2 2 ○ ○

地方自治論 船津　潤 講義 2 2 2 2 ○ ○

地方財政論 船津　潤 講義 2 2 2 2 ○ ○

高齢者福祉 田口　康明 講義 2 2 2 2 ○ ○
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　９－２　第二部商経学科　（専門科目）　

前期 後期 前期 後期 前期 後期

福田　忠弘

平田　優

労働法 疋田　京子 講義 2 2 2 2 ○ ○

国際経済特講 梅　允中 講義 2 2 2 2 ○ ○

地域研究特講 山本　晃正 講義 2 2 2 2 ○ ○

地方自治法 山本　敬生 講義 2 2 2 2 ○ ○

簿記論Ⅱ 宗田　健一 講義 2 2 2 2 ○ ○

経営管理論 竹中　啓之 講義 2 2 2 2 ○ ○

経営組織論 朝日　吉太郎 講義 2 2 2 2 ○ ○

労務管理論 朝日　吉太郎 講義 2 2 2 2 ○ ○

管理会計論 北村　浩一 講義 2 2 2 2 ○ ○

原価計算 岡村　雄輝 講義 2 2 2 2 ○ ○

国際経営論 野村　俊郎 講義 2 2 2 2 ○ ○

経営学特講 瀬口　毅士 講義 2 2 2 2 ○ ○

情報管理論 竹中　啓之 講義 2 2 2 2 ○ ○

比較経営論 瀬口　毅士 講義 2 2 2 2 ○ ○

経営分析 岡村　雄輝 講義 2 2 2 2 ○ ○

企業行動科学 竹中　啓之 講義 2 2 2 2 ○ ○

経営戦略論 瀬口　毅士 講義 2 2 2 2 ○ ○

企業論 朝日　吉太郎 講義 2 2 2 2 ○ ○

経営工学 倉重　賢治 講義 2 2 2 2 ○ ○

コンピュータ会計 宗田　健一 実習 1 2 2 ○ ○

応用データ活用 倉重　賢治 実習 1 2 2 2 ○

プログラミング 倉重　賢治 実習 1 2 2 2 ○

財務会計論 宗田　健一 講義 2 2 2 2 ○ ○

情報論特講 岡村（俊）・倉重 講義 2 2 2 2 ○ ○

マーケティング論 瀬口　毅士 講義 2 2 2 2 ○ ○ ２７年度は前期開講予定

基礎演習 全員 演習 2 2 ○

演習Ⅰ 全員 演習 2 (2) 2 ○ →１年後期受講も可能

演習Ⅱ 全員 演習 2 (2) 2 ○

卒業研究 全員 演習 2 (2) 2 ○
→前期卒業予定者については，
前期開講

社会活動 全員 実習 2～4 - - - - - - ○

企業研修 全員 実習 2 ● ● ○ 県短独自分は３年生も履修可

 （注） 　　開放科目について

　　　(1) 開放科目を履修した場合，６単位を上限に教養科目として取り扱われる。ただし，当該教養科目は，教養一般とする。

　　　(2) 開放科目の履修を希望する学生は，「開放科目履修願」を提出すること。

　　　(3) 開放科目の開講の有無を確認すること。
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　１０　教員免許取得に係る教職に関する科目

前期 後期 前期 後期

教職入門 田口　康明 講義 2 2

教育原理 田口　康明 講義 2 2

教育心理学 石川　満佐育 講義 2 2 生活科学専攻のみ卒業要件単位に算入できる

教育行政学概論 岩橋　法雄 講義 1 ● 7.5回　前期集中

教育課程論 吉田　尚史 講義 1 ● 7.5回　後期集中

国語科教育法 竹本　寛秋 講義 2 2 卒業要件単位に算入できる

英語科教育法 久木田　美枝子 講義 2 2 卒業要件単位に算入できる

家庭科教育法 冨山　裕子 講義 2 2 卒業要件単位に算入できる

道徳教育の研究 田口　康明 講義 1 2 7.5回

道徳教育論 田口　康明 講義 1 2 7.5回

特別活動の研究 田口　康明 講義 1 2 7.5回

特別活動論 田口　康明 講義 1 2 7.5回

教育方法学概論 吉田　尚史 講義 1 ● 7.5回　後期集中

教育相談 石川　満佐育 講義 2 2

生徒指導論 石川　満佐育 講義 2 2

生徒指導原論 石川　満佐育 講義 1 2 7.5回

田口　康明

石川　満佐育

久木田　美枝子

坂上　ちえ子

竹本　寛秋

田口　康明

石川　満佐育

町田　和恵

木場　幸子

教育実習

（実習事前事後指導を含む）

栄養教育実習 町田　和恵 実習 1 ● 前期集中

栄養教育実習の
　　　　　事前事後の指導

町田　和恵 講義 1 2 7.5回

授業科目 担当教員
授業
の

方法

単位数 チ
ェ
ッ
ク

教職実践演習（中） 演習 2 生活科学専攻のみ卒業要件単位に算入できる

備考
必修 選択

１年 ２年

週時間

2

教職実践演習（栄養教諭） 演習 2 2

田口　康明
実習
講義

5

　　　　　教育職員の免許状を得ようとする学生で，生活科学科食物栄養専攻に属する学生のみ履修。

●
２

前期集中

（注）　１　国語科教育法は，在学中に教育職員の免許状を得ようとする学生で，文学科日本語日本文学専攻に属する学生のみ履修。

　　　　２　英語科教育法は，在学中に教育職員の免許状を得ようとする学生で，文学科英語英文学専攻に属する学生のみ履修。

　　　　３　家庭科教育法は，在学中に教育職員の免許状を得ようとする学生で，生活科学科生活科学専攻に属する学生のみ履修。

　　　　４　道徳教育の研究，特別活動の研究，生徒指導論，教職実践演習（中）及び教育実習は，教育職員の免許状を得ようとする学生で

　　　　　文学科日本語日本文学専攻，文学科英語英文学専攻又は生活科学科生活科学専攻に属する学生のみ履修。

　　　　５　道徳教育論，特別活動論，生徒指導原論，教職実践演習（栄養教諭），栄養教育実習及び栄養教育実習の事前事後の指導は，



１１　司書教諭資格取得に関する科目

前期 後期 前期 後期

学校経営と学校図書館 岩下　雅子 講義 2 2

学校図書館メディアの構成 岩下　雅子 講義 2 2 2 隔年開講（26年度は開講）

学習指導と学校図書館 岩下　雅子 講義 2 2 2 隔年開講（26年度は閉講）

読書と豊かな人間性 木戸　裕子 講義 2 2

情報メディアの活用 竹本　寛秋 講義 2 2

授業科目 担当教員
授業
の

方法

単位数 チ
ェ
ッ
ク

備考
必修 選択

１年 ２年

週時間
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